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 高原には大きなガ（蛾）は少ない。いるのは小さな

シャクガばかりだ。シャクガ（尺蛾）というのは、シ

ャクトリムシ（尺取虫）が成虫になったガである。シ

ャクガの仲間にはなかなかきれいなガが多い。 

 
 これは「トラフツバメエダシャク」というシャクガ

の一種だ。「翅に虎のような紋」があり、翅の下部が尖

っていて、ツバメの尾に似ていて、幼虫が木の枝のよ

うに細い種類なので「エダシャク」という。漢字では

「虎斑燕枝尺」となる。「成虫の特徴」と「幼虫の特徴」

を組み合わせた種名（和名）というわけだ。見分けが

容易なので、「入門者向け」の蛾といえる。 

 

 これは「ツバメアオシャク」（燕青尺）。半透明の翅

を持った、実に美しいガだ。いずれも 5cm 程度の問題

にならないほど小さなガで、夏の間だけ出現する。バ

ーべキュウや花火を邪魔するガは、大抵このシャクガ

の仲間だ。 

 

 晩秋の高原ではガの姿はほとんど見なくなる。10
月下旬には氷点下になる日もあるからだ。しかし、大

型のガは、むしろ晩秋によく見かける。この日も山荘

裏庭の森にある庭園灯にたくさんのガがいた。 

 
 数えると、全部で９匹。森の中の灯火は珍しいので、

うわさの「集会所」になっているようだ。 

 

これは「ヒメヤママユ」Saturnia jonasii（姫山繭）

だ。オスのほうが色が濃く、これはオスのようだ。２

時間後に見に行ったら、全部同じ場所に静止していた。 


